む 諸君 は、 家庭の 神に 跪 拝す るの 心地 を、 味い 得た こ 

とであろう。 

家庭 を 愛する の 心 は、 他の 博い 愛の 基 をな す もので 

ある。 神に 奉仕 せんがた めに 己の 家庭 を 捨てる、 そう 

いう 生活様式 も 世に ある こと を、 私 は 否定す る もので 

はない。 然しながら、 吾々 及び 諸君の 生活様式 では、 

家庭 を 捨てる こと は、 他の あらゆる 愛 を 捨てる ことに 

なる。 自分の 家族より もより 多く 隣人 を 愛する という 

者 を、 私 は 信ずる ことが 出来ない。 より 多く 自分の 家 

庭 を 愛する 者 こそ、 より 多く 隣人 を 愛する ものである _ 

愛と いう 言葉の 誤解 を 防がん がた めに、 これ を 云い 換 



の 生活に 於て 問題で ない 如く、 空気と 食物と が 吾々 に 

必要 だとい うこと は、 吾々 の 生活に 於て 問題で はない。 

それ は 根本の 原則で は ある けれど、 それ を 考えた とて 

何にも ならない。 ただ 知って さえ おれば よいので ある。 

生命 を繫 ぐと いう ことと、 生きて ゆく という ことと 

は、 理論的に 押しつ めれば 同じで も、 実際の 相 は異っ 

ている。 生きる という ことのう ちに は、 必然に 或る 働 

きが 含まれて い、 或る 動きが 籠って いる。 この 働き I 

I 動き こそ、 吾々 が 意 を 止めて 眺めなければ ならない 

事柄で ある。 そして この 動き は、 吾々 の 生活に 於て は、 

何 か を 為す と いう ことにな つ て 現われる。 



バラックの 諸君 は、 もし 永久に 衣食の 配給 を受 くる 

としたならば、 稼ぐ 必要がない からよ いと 云って それ 

に 甘んじ 得られる であろう か。 諸君 は 必ず 否と 答える 

に違いない。 そして その 答え は、 他人の —— 国民の I 

I 国家の —— 世話にな るの を 潔しとしない、 高邁な 念 

からば かりで なしに、 もっと 深い 而も 直接の 本能から 

出て 来る に違いない。 生きる こと は、 何 か を 為す こと 

だ、 何等かの 仕事 をす る こと だ、 という 生活 本能から、 

それ は 出て 来る に違いない。 

刑務所に 幽閉され てる 囚人の 告白 を、 私 は 間接に 聞 

いた ことがある。 囚人 等に とって は、 日々 与えられる 



れ ないだろう。 終日 手 を 拱いて ぼんやり している こと 

は、 諸君に とって 最も 苦しい に違いない。 吾々 は 生き 

たいの だ、 生活した いの だ。 

そして 生きる こと 生活す る こと は、 何 か を 為す 

働きに 外なら ない の だ。 

この こと を、 諸君 は 平素の 生活に 於て、 本当によ く 

感じた であろう か。 平素の 生活に 於て は、 生活 その も 

の を 吾々 の 眼から 遮る ものが、 余りに 多く ありすぎ る _ 

いろんな 欲望の 対象と なる ものが 多々 あって、 吾々 の 

眼 は その 方へば かり 惹 かれが ちで、 生活 そのもの を 顧 

みる 余裕が 余りに 少ぃ。 然るに 今 バラックの 中に 住ん 
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